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報告書（事故の状況）

事業所名	：	○○㈱○○工場

所在地	：	富山県○○市○○　○○番地
	
発生日時	：	2025年○月○日○時○分頃

発生場所	：	○○充填所　○○弁付近

【発生状況と経緯】
○月○日○:○○	○○ガス検知器作動に関する警報が発報した。当直の操業員が現地を確認したところ、○○ガス充填装置の圧力調節計器本体内部より○○が漏洩していることを確認した。○○元弁を閉止することにより洩れは停止した。
　　　　○:○○　　○○室にて状況確認し県へ事故報告（第1報）を行った。
○月○日	リーク試験の結果、○○に亀裂が発生していることを確認した。

【事故が発生した設備】
　〇〇製　型式　〇〇〇
　処理能力：〇〇㎥/日　
　設置日：〇年〇月〇日
許可（届出）番号：〇〇第〇〇号

【推定漏洩量】
○○ガス　○kg程度と推定されます。
推定条件
○○○

【漏洩原因】
〇〇施設の○○設備が、繰り返し応力によって疲労破壊したことが原因と推定される。
ローリー車等への充填圧力を検知する圧力計であり、他の使用箇所より圧力変動が多い事からブルドン管の寿命が短くなった可能性が考えられる。

【今後の対応】
・　漏洩が発生した当該圧力調節計器について、同型式の予備品との交換を行う。
・　今回この圧力調節計は6.2年間使用していることから、今後も同程度の寿命と想定し5年毎の交換とする。

【補足資料】
1. ○○ガス製造設備全体フロー（漏洩事故発生箇所記載）
2. 漏洩発生個所　写真

